







































































































































































答申だけではなかった。世界の ESL（English as a






























































Raise your hands !となるが、これを帰納的に教えると
すると、教室内の学習活動で実際に生徒に挙手を求める
状況のなかで、「分る生徒は挙手して下さい。」と言いつ



































































や opinion gap 活動、及び role‒play 活動が、また⑥に






















































































ている理由は次の点にある。Simon Says と♪ Head,


























debate や discussion がよく運用さえていることは前述
した通りである。初等教育の場では、将来的に debate















































































































































































































































































































































































書くことの指導には、product writing と process
writing の二つの概念があることは、先に述べたが、
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